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A4　横サイズ

Ｗ２Ｔシリーズ

２Ｆ建て認定工法です。　意匠性が向上します。

Ｗ３Ｔシリーズ

３Ｆ建て型式工法です。スピーディーな建築確認が可能です。

更に

更に

更に

ペントハウスを小屋裏に
計画出来ます。

小屋裏収納が設置
できます。

吹抜も可能です。

屋上設置可能です。

ペントハウス
（PH）

固定階段

2F

ペントハウス
（PH）

小屋裏物置等

固定階段
又は
はしご

固定階段

2F

2F

3F

1F

2F

3F

1F

ポイント1
型式認定ですから
都度の構造計算は
必要ありません。
間取り変更にも

構造計算無しで即対応します。

ペントハウス
（PH）

固定階段

2F

が様々なお施主様の夢を実現します

PHからの2階の眺望
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シリーズの特徴

０.５寸～１５寸の勾配
寄棟、切妻、片流れ、２段勾配、
段違い、陸屋根ドーマ等の
多彩なバリエーションで
有効な空間を増やします。

❶ 型式なのにフリープラン（４ページ参照）です。
❷ 型式なのに構造・材料は今迄通りです。
❸ 型式なので３階建ても確認取得がスピーディーです。
❹ オリジナル耐力壁Ｐｌｕｓ１Wａｌｌが利用可能（7ページ参照です）。

Ｗ３Ｋシリーズ

小屋裏利用３Ｆ建て認定工法です。小屋裏を様々な用途に活用できます。

ロフトの天井を高くしても
都度の構造計算は必要ありません。

❺ ２Ｔ・３Kシリーズは３Ｆ（小屋裏）に法規外
　 の固定はしごが使えます。

小屋裏を有効に利用できます。

2F

3F

1F
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○補助モジュール
606mm
303mm
455mm
227.5mm

○外周壁線の1/8は壁になります

○建築基準法の壁量は満たす必要があります。
○EX壁を利用すると最少の壁は455mmから可能になります。
○半間以内のずれは同一壁線として壁量は計算します。

○最大幅の範囲内で形状は自由です。

○最大3間ごとに柱が必要です。
　柱の上部を梁で支えて下さい。
○下屋部分はバルコニーにする事も可能です。

○オーバーハング可能です。
　2方向と入角のクランクができます。
○跳ね出しバルコニーも同様です。
○オーバーハング、跳ね出しバルコニーの下部に
　柱を設けた時はそこから半間の持ち出しが可能です。

○吹抜を設置した時は原則として全体の１/３以上
　床を作って下さい。
○幅が3間以下の時は補強をする事により１/３以下も可能です。
○20㎡（6坪）迄可能です。
○吹抜の角を斜めにできません。

○建築面積の下限と上限

○斜め壁も可能です。
○角度は4種類になります。
○2間幅まで可能です。
○上階もバルコニー以外は原則斜め仕上げになります。
○１階から連続になりますので、オーバーハングには使えません。

下屋

跳ね出し、オーバーハング

吹き抜け

平面計画

2.5間半から10間迄可能

2
間
か
ら
7.
5
間
迄
可
能

（
4.
5
5
ｍ
以
上
）

長
辺
2.
5
間
以
上

短辺2間以上 
（3.64ｍ） 

最小
面積

最大面積

階段室

吹き抜け

全
体
の
長
さ

包絡部分があっても可能

3間幅→0.375以上
4間幅→0.5以上
5間幅→壁量
6間幅→0.75以上

例

ただし、最も細かい部分で
2間幅以上を確保してください。

この範囲に
柱が1本必要

下屋部分

50㎡～412㎡（約15坪～124坪）
44㎡～376㎡(約13坪から113坪）
33㎡～292㎡（約10坪～88坪）

3階建て

小屋裏3階建て

2階建て

1/31/1 2/31/2

立面計画

は型式なのにフリープラン
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●屋根
切妻・片流れ
寄棟・陸屋根・段違い

屋根は0.5寸～15寸
   
母屋下げは１．５間以内です。  
屋根にドーマ、トップライト設置可能です。

［

●用途

併用住宅は延べ面積の1/2以下、50㎡まで可能です。

ハイスタッドに対応です。

●その他

●ビルトイン車庫

車庫は7坪1ヶ所（23.18㎡）まで可能です。  
2ヶ所まで並べて設置可能です。
車庫は延べ面積の1/2以下です。
開口は2間以下（1ヶ所）です。

●小屋裏利用3階建て

小屋裏3階で天井高2.1m以下の場合、階段に法的制限はありません。
非常用侵入口が必要です。
面積は2階の1/2までです。

●2階建て型式の場合

2階建ての型式に屋上を作るときのペントハウス（PH）は屋根内に作れます。  
上記の収納は2階面積の1/2以下になります 。
ペントハウス（PH）は建築面積の1/8以下、最大15㎡までです。

●地盤改良
表層、柱状、鋼管等の改良に対応します。  
深基礎、高基礎が可能です。

【その他概要】

プランの制約はほとんどありません
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プラン作成から建築確認取得まで ほぼ同じスピードです！

２階建て

3階建て

プラン作成

プラン作成

プラン作成

意匠図＆申請図書作成

意匠図
作成

意匠図
作成

構造図
作成

構造図作成 構造計算＆申請図書作成

申請図書
作成

審査

審査

審査

プレカット図利用

プレカット図利用

チェックシートソフト入力による構造確認

３Ｗｅｅｋ

３.5Ｗｅｅｋ

５.５Ｗｅｅｋ
～６Ｗｅｅｋ

1.5～2Week

1Week

1Week

1Week 1Week

1Week 1Week

4Ｗｅｅｋ

1.5Ｗｅｅｋ

2～2.5Week（約18日）の短縮！

不要

当社と福井コンピューター(株)で開発した専用ソフトで梁成を検討し基礎伏図プレカット訂正図をお届けします。

ランニングコストシミュレーション（借入２,５００万円の建売物件、年利２％とした場合）

１棟あたり

年間　１００棟

年間　１，０００棟

２,５００万円×２％×１８日÷３６５日＝２４，６５８円

２，４６５，８００円

２４，６５８，０００円
➡

不要➡その他、人件費や管理費

利用の３階建て

型式認定工法

建築確認申請期間が大幅短縮できます。

意匠図作成後プレカット依頼をお願いします。

時間短縮でコストダウン

でスピーディー＆業務効率がアップ
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Point 1 Point 2

Point 3 Point 4

Point 5 Point 6

全部で 9パターンの耐力壁を自由に使って計画できます。
住宅のデザインが向上します。
耐震等級 3の住宅計画が容易です。

耐力壁の種類 実験値 告示との比較

3.0
m

0.45m

壁倍率 0倍

真壁
壁倍率 2.54倍
（4.98kN/m）
4.98×0.45m

真壁+大壁
壁倍率 4.36倍
（8.56kN/m）
8.56×0.45m

耐力比6.264kN ： 0kN

玄関周りの300～450㎜の壁を1枚の壁として
耐力を得られます。壁倍率 1.77倍

（3.48kN/m）
3.48×1.8m

壁倍率 0倍

2.1
0m

0.9
0m

0.45m

1.05m

0.3m

耐力壁の種類 実験値 告示との比較

600mmを越えた壁でも筋交いが無い場合は
壁倍率2.5です。

｢Plus１Ｗ｣ではその値が2.94倍と4.55倍になります。

※開口の面積率が51％となるので壁倍率を1.25（2.50/2）と仮定

耐力比7.488kN ： 4.41kN

洗面・トイレ・浴室・階段室・居室内の上げ下げ窓等のある
壁は耐力壁として扱われません。

｢Plus１Ｗ｣では隣接した910mmの壁がある場合は
耐力壁として扱われます。

1.0
53
m

1.7
25
m

0.2
22
m

0.795m

0.9m0.9m

開口面積率
51％

壁倍率 2.12倍
（4.16kN/m）
4.16×1.8m

壁倍率 2.5倍
（4.90kN/m）
4.90×0.9m

※壁倍率は下がってい
ますが壁有効長さが
倍になるので耐力は
大きくなります

3.0
m

0.6m 真壁
壁倍率 2.94倍
（5.76kN/m）
5.76×0.6m

真壁+大壁
壁倍率 4.55倍
（8.93kN/m）
8.93×0.6m

壁倍率 2.5倍
（4.90kN/m）
4.90×0.6m

壁倍率 2.5倍
（4.90kN/m）
4.90×0.9m

3.0
m

0.9m
大壁（ビス留め）
壁倍率 3.58倍
（7.02kN/m）
7.02×0.9m

真壁（釘留め）
壁倍率 3.01倍
（5.91kN/m）
5.91×0.9m

今
ま
で
壁
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
壁

今
ま
で
よ
り
も
強
度
が
増
し
た
壁

建築基準法では
最低600mmの幅が無いと耐力壁として認められません。
｢Plus１Ｗ｣では455mmの壁が耐力壁として扱われます。

真壁の場合の
耐力比2.241kN ： 0kN
真壁+大壁の場合の

耐力比3.852kN ： 0kN

600㎜の場合
真壁の場合の耐力比
3.456kN ： 2.94kN

真壁+大壁の場合の耐力比
5.358kN ： 2.94kN

900㎜の場合
大壁の場合の耐力比
6.318kN ： 4.41kN
真壁の場合の耐力比
5.319kN ： 4.41kN

特別なパネルを買う必要はありません。
木造での店舗の計画が容易になります。
マイナスコストに繋がる工法です。

オリジナル耐力壁が御社に様々なメリットをお届けします
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シリーズは全て品確法型式を同時に取得しています

従来通りに耐震等級３を取得した場合

「Plus1Ｗ」を利用して耐震等級３を取得した場合
筋
か
い
が
少
な
く
な
り
、
外
周
部
か
ら
は
全
く
無
く
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
同
時
に
断
熱
材
の
施
工
が
容
易
に
な
り
ま
す
。

｢
P
l
u
s
１
Ｗ｣

で
新
た
に
耐
力
壁
と
し
て
算
出
さ
れ
る
壁

｢
P
l
u
s
１
Ｗ｣

で
壁
倍
率
が
上
が
っ
た
壁

認定パネル
構造用合板

構造用合板
筋かい　45×90
筋かい　45×90 ダブル

耐震等級3を取得した場合
フラット35金利Ａプラン（10年引き下げ）
が利用できます。

※上記プランでは、例として間仕切壁の筋かいも除いていますが、壁配置のバランスを考え、
　間仕切壁には筋かいを加え、外周部の耐力壁を少なくした方が良い場合があります。

一切の個別の検討及び許容応力度計算は不要で
耐震等級３の認定が得られます。
長期優良住宅の指定も容易になります。

地震保険が30～50％
安くなります。
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シリーズで意匠性が向上します

カフェや美容室、ペットショップ等、
大開口が可能なら明るく広 と々した
プランが可能です。
もちろん２階に居住する兼用住宅もお勧めです。

幅3Pの突出部があり
窓が片側によっている家の窓を中央に。

● 455mm幅が耐力壁になるためシンメトリーなサッシの配置が可能になり
　 意匠性が向上します。また、大型のサッシも可能になります。
● プラスワンウォールは、階数や地域に関わらずご利用できます。

今までは
開口も少なく突出部は
左右非対称な

プランでしたが…

①プラスワンウォールによりシンメトリーなデザイン

②プラスワンウォールによる大開口プラン

今までは大開口を設けると、木造ではなく
鉄骨造を選択する事が多かったようです。
しかし｢Plus１Ｗ｣を使えば大開口が可能になり、
店舗や事務所の建築コストを抑える事が可能です。
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Plan
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Plan
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資料請求

会員登録をご検討していただくにあたり、疑問点や資料だけでは
不十分な点について個別相談にてご説明いたします。

契約内容を十分ご理解いただいた上で、ご契約させていただきます。
登録料・使用料など、ご不明な点があれば何度でもお気軽に
おたずねください。

実際の建築確認申請に必要な型式認定の許可書を発行します。
申請に合うプラン設計のアドバイス、疑問や質問等にもお答えいたします。

概要
説明相談

会員契約

申請の利用
開始サポート

まずは資料請求いただき、ご覧ください。
ご不明な点は担当者から詳しくご説明させていただきますので、
お気軽にお問い合わせください。

ご利用の流れ

お問い合わせ・ご用命は

■ 法 人 名 ：
■ 所 在 地 ：
■ お問い合わせ ：
■ 資 格 ：
■ 事 業 内 容 ：

株式会社 日本建築デザイン広報社
〒101-0021　東京都千代田区外神田３丁目８番２号山陽ビル
ＴＥＬ 03-6206-8049　FAX 03-6206-8244　Email nkdp@ex-stage.jp
東京都知事（1）第92863号
戸建分譲・工法開発・マルチメディア広告企画制作及びマーケティング
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	エクステージ様-12P

